
 

鳥取県の人口動向（平成28年） 
 

 平成28年の出生数は過去最低を更新、死亡者数は過去最高を更新したことから、自然減が加速化。 

 県外からの転入は減少したが、県外への転出が減少したことにより、社会減は減少。 

 IJUターンの受入者数は過去最高を記録（2,022人）しており、社会減解消に向け、大学新卒者を
はじめとする県出身若者の積極的なＵターンの働きかけなど、より一層の戦略的な取組が必要。 

１  自然動態の推移  

●出生数が過去最少     ㉘4,459人←㉗ 4,628人  ▲169人  

●死亡数が過去最多     ㉘7,375人←㉗ 7,266人  ＋109人 

 
＜自然動態の推移＞ 

年次 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

自然増減 ▲2,122  ▲2,031  ▲2,254  ▲2,488  ▲2,544  ▲2,638 ▲2,916 

  出生数 4,793  4,971  4,823  4,752  4,548  4,628 4,459 

死亡数 6,915  7,002  7,077  7,240  7,092  7,266 7,375 

 
＜出生数と合計特殊出生率の推移＞ 

区分 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

出生数 4,921 4,880 4,793 4,971 4,823 4,752 4,548 4,628 4,459 

 前年比 ▲130 ▲41 ▲87 +178 ▲148 ▲71 ▲204 +80 ▲169 

合計特殊出生率 1.43 1.46 1.54 1.58 1.57 1.62 1.60 1.65 1.60 

出典：出生数、死亡数…鳥取県統計課「県人口移動調査」、合計特殊出生率…厚生労働省「人口動態統計」 

 

２  社会動態の推移 

●県外からの転入数はやや前年を下回る  ㉘10,221人←㉗ 10,507人 ▲286人  

 ＩＪＵターンの受入者数… ㉘2,022人 ←㉗ 1,952人 +70人   

 

 ○県外への転出数が減少     ㉘11,312人 ←㉗11,807人 +495人  

 20代前半の転出超過数… ㉘▲818人←㉗ ▲1,051人 +233人改善   

 

         転出超過が減少  ㉘ ▲1,091 人  ← ㉗▲1,300 人  ＋209 人 

＜社会動態の推移＞  

 
 

 

年次 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

社会増減 ▲1,239  ▲1,283  ▲1,385  ▲1,686  ▲1,109  ▲1,300 ▲1,091 

 県外からの転入数 10,665  10,635  10,431  10,224  10,485  10,507 10,221 

県外への転出数 11,904  11,918  11,816  11,910  11,594  11,807 11,312 

資料２ 



 

＜若年層の転入転出の状況＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 年次 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

全体 ▲3,202  ▲1,977  ▲1,239  ▲1,283  ▲1,385  ▲1,686  ▲1,109  ▲1,300 ▲1,091 
10代 ▲507 ▲468 ▲441 ▲309 ▲386 ▲460 ▲174 ▲314 ▲317 
20代 ▲1,876 ▲1,489 ▲1,097 ▲1,084 ▲1,200 ▲1,324 ▲1,085 ▲1,210 ▲981 

出典：鳥取県統計課「県人口移動調査」 

＜10 代・20 代の人口推移＞ 

 年次 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

全体 594,915 591,150 587,772 585,475 581,870 577,642 574,022 573,441 569,579 
10代 60,050 58,759 57,495 56,274 55,828 55,003 54,316 52,608 52,945 
20代 58,275 56,388 54,941 52,193 50,120 48,264 46,930 48,234 46,156 

出典：鳥取県統計課「鳥取県年齢別推計人口（10月1日現在）」 

 

＜参考＞ 平成２７年国勢調査による人口（確定値）と人口推計値との比較 

○国勢調査人口(確定値)は、国推計（国立社会保障人口問題研究所。以下「社人研」）、県人口ビジョンにおける

目標推計よりも高水準。 

 国推計に比べ6.2千人の増、目標推計に比べ2.5千人の増 

 H22(2010)年と比較した減少率は△2.59%で、社人研推計（△3.65%）よりも１％以上改善 

区分 H22(2010)年 H27(2015)年 減少率(H22年比) 

日本創成会議推計 588,667 567,168 △3.65% 

国立社会保障・人口問題研究所（社人研）推計 Ａ 567,193 △3.65% 

県人口ビジョン 目標推計 Ｂ 570,922 △3.01% 

H27国勢調査人口（確定値）Ｃ 573,441 △2.59% 

（H27国調人口Ｃ－社人研推計Ａ） ― ＋6,248  

（H27国調人口Ｃ－県目標推計Ｂ） ― ＋2,519  
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